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健康・生活
（健康状態の維持・改善・生活習慣
や生活リズムの形成・基本的生活ス
キルの獲得）

運動・感覚
（姿勢保持と運動・動作の基本的技
能の向上・動作の補助的手段と保持
する感覚の活用・感覚の特性への対
応）

認知・行動
（認知・特性についての理解と対
応・適切な認知と行動の習得・行動
障害への予防及び対応）

言語・コミュニケーション
（コミュニケーションの基礎的能力
の向上・言語の受容と表出の活用・
コミュニケーション能力の獲得と手
段の選択と活用）

人間関係・社会性
（アタッチメント（愛着）の形成
と安定・遊びを通じた社会性の発
達・事故の近いと行動の調整・仲間
づくりと集団への参加）

（愛着構成と安定）
基本的な信頼関係を築く事ができるように安心感・信頼感・人に対す
る信頼感を育む支援を行います。不安や感情が崩れてしまった際に
は、安心して寄り添える場所・安心できる職員の役割を果たせるよう
に支援いたします。

（遊びを通じた社会性の発達）
五感を使った遊びを通して、遊び楽しさ・共感する楽しさを知り
社会性や対人関係の芽生えを支援いたします。また、ここの想像
力・発想力・空間認識の得意分野を活かし発展していく遊びをサ
ポートいたします。

（仲間づくりと集団への参加・社会性・協調性の向上）　　　　五
感を使った遊びを通して、遊び楽しさ・共感する楽しさを知り社会
性や対人関係の芽生えを支援いたします。また、集団の中でのルー
ル・協調性を養う事が出来るような働きかけを行い、仲間作りが出
来るサポートいたします。

（小集団生活の中で理解と認知の特性への対応）
言葉の指示と視覚的指示か、個々の特性を理解し、適切な対応
が出来るよう支援を行います。また、こだわりや個々の特性に
合わせスモールステップで支援を行います。

（適切な認知と適切な行動の習得）
場面理解・言語理解で本児が理解しやすい方法を引き出し、理解
力の向上を図る事が出来るようにサポートを行います。理解力の
向上を図ると共に、自主性を高め、次への行動へ繋げられるよう
サポートいたします。

（適切な認知と適切な行動の習得）
集団生活を通して、場面・指示理解を高め一斉指示の元行動へと繋
げられるようにサポートを行います。また、感覚や認知の偏りな
ど、個別対応を行い行動障害の予防、ここに合わせた理解力向上へ
の支援を行います。

（コミュニケーションの基礎能力の向上）
表情や身振り手振りを通して、意思表示を引き出し、コミュニケー
ションに必要な基礎的能力を身に付ける事が出来るように支援しま
す。また、自発的な発語を引き出し、語彙力の習得を目指します。

（言語の受容と表出と活用）それぞれの特性に特化した表出方法
を見つける事が出来るよにサポートを行います。また、会話での
コミュニケーションや選択肢を用いたやり取りなど視覚的アプ
ローチを活用しながら習得を目指します。

（コミュニケーション能力・受容と表出方法の習得）集団生活の中
で、個々の特性に合わせた表出方法が習得する事が出来るようにサ
ポートを行います。また、多様なコミュニケーション手段を活用
し、環境の理解と意思の伝達を主体的に出来るようにサポートいた
します。

（基本的生活習慣や生活リズムの形成）
ご家族と連携し睡眠・食事・排泄などの基本的生活リズムの確
立を行う事ができるように支援を行います。

(基本的生活スキルの獲得)
お子様が自己にて食事・排泄・着脱などのスキルを身に付け
る事が出来よう（自分なりの方法の習得）お子様のスキルに
合わせて支援を行います。

（基本的生活スキルの獲得）
小集団の中で、食事・食事マナー・排泄等の自立を目標に支
援を行います。また、個々の発達段階に合わせた方法の習得
のサポートいたします。

（姿勢と運動・動作の基本的技能の向上）
遊びを通して、日常生活に必要な動作・姿勢保持が出来るよう
に支援を行います。様々な感覚の経験をサポートいたします。

５感と２覚（固有覚・前提覚）
を遊びを通して経験を重ね、体幹の弱さ・感覚の偏りなどに
対する運動・感覚機能の向上に繋げられる支援を行います。

（身体機能・体幹遊び・感覚能力の向上）
力の強弱・体幹・運動・感覚機能で個々の得意分野を活か
し、日常生活に必要な動作能力の向上に繋げられるように支
援を行います。

主な行事等

誕生日会（毎月）・公共の場でのルール等を学ぶ園外活動や食への関心を深めるクッキング活動（毎月）・春の遠足・運動会・夏祭り会・芋掘り焼き芋大会・ハロウィン・クリスマス会・
節分（季節行事）・一つ大きくなった会・卒園を祝う会・家族説明会(年2回）・療育参観・ご家族懇談会

（別添資料１）

家族支援

ご家族と相談し合える場や関係性の構築を図る為に、ご家庭や事業所での様子を共有す
る中で、安心してご相談できる関係作りに努める。必要に応じて、必要な情報提供や他
のご家族とのつながりを深める懇談会・療育参観・講演会などを実施。 移行支援

幼稚園・保育園・学校等へのスムーズな移行支援ができるよう、情報交換
会（年２回）の実施。就学を迎えるお子様は、就学先との連携を強化し、
就学に向けての情報共有。

地域支援・地域連携

地域の保健センター・療育センターと連携。　　　　　　　　　　　　　　　　　　併
用先の幼稚園・保育園と情報交換会（年２回）を設定し、現状や支援の情報共有。ま
た、就学を迎えるお子様は、就学先（学校）とも情報交換を実施。

職員の質の向上

支援内容やお子様方の状況等を、朝礼や職員会議にて情報共有。　　　療
育研究会（事例検討会や研修発表など）：毎月職員のスキルアップのため
を実施。

支　援　内　容

本
人
支
援

支援方針
１，利用児の意思及び人格を尊重し、適切な支援を提供することを目的とする。　　２，利用児が日常生活における基本動作及び知識機能を習得し、並びに集団生活に適応する事ができる
よう、お子様の身体及び精神状況やその置かれている環境に応じて、適切かつ効果的な指導及び訓練を行います。

Ⅲ

０歳・１歳・２歳（Ⅰ） ３歳・４歳・５歳（Ⅱ）

法人（事業所）理念
乳幼児から高齢者まで障がいのある人が共に社会の一員として可能な限り、充実した普通の生活を送る事が出来るように、共に支え合う心”共助の精神”をモットーに身体・精神の両面か
ら一視同仁の援助を行って参ります。

営業時間 送迎実施の有無

対象児

項目

Ⅰ Ⅱ

幼稚園・保育園併用（Ⅲ）

事業所名 ニーニョス 作成日支援プログラム（参考様式）


